［別紙］

令和　　年　　月　　日

企　　画　　書
１　監査法人の概略（令和４年１月１日現在）

(1) 監査業務の実施を主に担当する事務所の名称及び所在地等

　① 監査法人の名称

　　② 代表者氏名

　③ 主たる事務所の所在地

　④ 出資金の額

　⑤ 監査業務の実施を主に担当する事務所の名称及び所在地

　⑥ その他の事務所

　　　・ 国　内（　　　ヶ所）

　　　・ 海　外（　　　ヶ所）

(2) 公認会計士等の人員構成

（単位：人）
	区　　分
	近郊事務所
	法人全体

	社　員
職　員

計
	
	

	（内訳）公認会計士

　　　　会計士補
小　計

その他
	
	


(3) 公的部門の公認会計士等の人員構成

（単位：人）
	区　　分
	近郊事務所
	法人全体

	社　員

職　員

計
	
	

	（内訳）公認会計士

　　　　会計士補
小　計

その他
	
	


(4) マネージメント・コンサルティング体制の人員構成

（単位：人）
	区　　分
	近郊事務所
	法人全体

	社　員

職　員

計
	
	

	（内訳）公認会計士

　　　　会計士補
小　計

その他
	
	


２　基本的要件
　(1) 国立大学法人の監査業務の実績

	区　　分
	近郊事務所
	法人全体

	実　績　数
	件
	件


※ 実績の内訳を別紙にて提出すること。
※ 「近郊事務所」とは、本学が所在する鹿児島県及び九州地区をいう。

３　企画提案

　(1) 本提案における監査法人のセールスポイント

　(2) これまでの国立大学法人で発生した課題と、それに対する監査法人としての対処方法

　(3) 監査サポート体制

　(4) 会計監査実施体制等(※監査業務の提案が、年度ごとに内容が異なる場合は、年度ごとに記載願います。)
　　① 監査の具体的実施体制

　　　 　※ 実際に監査を行う者の人数、経験等を記入願います。

　　② 監査日程、実施方法

　　③ 内部監査における品質管理体制

　　　 　※ 日本公認会計士協会による品質レビュー制度に基づく、監査法人内部における品質管理体制
４　その他参考となる事項
